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本書は平成11年度、町営墓地公園建設に伴い三股町教育委員会が調査主体と

なり三股町大字蓼池字諏訪廻に所在する諏訪廻第 1遺跡の確認調査報告書であ

ります。

今回の調査によって、弥生時代後半から古墳時代前半の上器を伴った溝状遺

構、時期不明の周溝1大遺構が確認され、当地の歴史を解明していく上で重要な

資料を得ることが出来ました。

本書が、地域歴史の正しい認識と理解、更には埋蔵文化財に対する理解を深

める一助となるとともに、学術研究の資料として社会教育や学校教育の場で活

用されることを期待します。

発掘調査に際しまして、地元の方々をはじめ、関係者の皆様には一方ならぬ

御尽力を賜りました。

皆様に対し、心より厚く御礼申し上げます。

平成12年 3月

三股町教育委員会

教育長 中 西 泰 昌



幼 言

1。 本書は、三股町大字蓼池字諏訪廻
(※)64番 1ほか12筆における町営墓地公園建設事業に伴い、三

股町教育委員会が平成11年度に発掘調査の委託を受け実施した諏訪廻第 1遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2.発掘調査は、三股町教育委員会生涯学習課主任主事綿田賢介、同委託職員黒木欣綱が担当し、図

面の作成については調査員 2人で行い、一部を業者に委託した。

3.本書に掲載した遺物実測図は、黒木欣綱が作成し、浄書した。

4。 遺構 。遺物の写真は黒本欣綱が撮影し、空中写真は業者に委託した。

5。 本書で使用した位置図は国土地理院発行の 2万 5千分の 1図を基に作成した。

6.土層断面および土器の色調は、『新版標準土色帖』に拠った。

7.本書使用のレベルは海抜絶対高であり、基準方位は磁北である。座標は国土座標第Ⅱ系に拠る。

8。 本書で用いた略記号は次のとおりである。

SC― 土坑、SE一溝状遺構、

SL― 周溝1大遺構、

9。 本書の執筆・編集は黒木があたった。

10。 出土遺物 。その他諸記録は三股町中央公民館に保管している。

(※ )当地の小学名について三股町郷土史研究会から「諏訪廻」ではなく「諏訪迫」ではないか、との御指摘があった。当報

告書では調査依頼のあった事業主体者の町民生活課の提示した小字名を使用している。「諏訪迫」か「諏訪廻」かについ

ては現在調査中のため詳しくは触れないが、小学名を遺跡名に冠すること、更には郷土史研究の観点からも今後明確に

していく必要がある。
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隋 趙覇  は じレ祗

第 1節 調査に至ら経緯

三股町営墓地公園建設事業に伴い、三股町町民生活課から平成10年 7月 14日付で三股町大字蓼池字

諏訪廻64番 1ほか12筆における文イヒ財所在の有無について照会があった。照会を受けた当教育委員会

では当地が周知の遺跡であることから、平成11年 1月 27日付で宮崎県文化課埋蔵文化財係に職員の派

遣を依頼した。その後、 2月 8日 から9日 にかけて調査対象地内に12ケ所のトレンチを設定し確認調

査が行われた。 6ケ所で縄文上器 。弥生土器が出土し、 1ケ所で竪穴住居の一部が検出された。確認

調査の結果、墓地公園のうち管理棟 (60ピ )部分については「恒久的な建築物」であるため全面調査

を行い、墓域部分 (6,160ゴ )については遺物包含層及び遺構確認面は削平せずに盛上で遺跡は保存さ

れるが、墓石が建立された後は、原員J的には発掘調査は不可能である。これを受けて県文化課との協

議の結果、全面調査を行っては事業計画に支障をきたすため、墓域の10%程度の詳細な確認調査を行

い遺跡の保存対策のためのデータとして遺跡の内容。性格等の把握を行うこととなった。駐車場 (1,960

ぶ)及び公園 (6,587ポ )部分については遺物包含層または遺構確認面は削平せずに、盛土で遺跡が保

存されるので発掘調査は行わないこととなった。

平成11年 4月 26日 から管理棟部分の調査に着手し、平行して墓域部分の茶摘み、抜根の作業を島津

茶園の方々が行った。

第 2節 調査の組織

調査主体

調査庶務

調査担当

調査作業

三股町教育委員会

//

教育長  中西 拳昌
生涯学習課 課長   神宮司 学

課長補佐 二宮 利博

主任主事 綿田 賢介
主任主事 綿田 賢介
委託職員 黒木 欣綱

前田リツ 野口沢子 上石九州男 中山ミネ 初森 トミ子 上水道夫

轟木葉子 橋 IIlハ ルエ 桑畑ミキ 園木スミ子 押方セツ子 小林文子
野崎エミ子 木下エル子 福留ノリ子 前圏智 瀬戸山重則 和国繁
内田哲哉 久保福美 中原サツ子 小金信代 蔵元ミサ 児玉サチ子
蔵元ムッ 大盛王子 大村ユリ子 古川博司 古川一子 田村豊

児玉信夫 徳重アキエ 上西チサ 上原アヤ子 久保ノブ子
久保田ミチ子 栗野文子 原田敬子 内村照子 小金井良子
安田政成 高野スミ子 隈崎 トシ子 内山サヨ 鎌田春子 本田ヨシ子

吉村イツ子 今西富子

ク
　

　

ク

　

　

ク
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儡 彰葦  隧%の位置 腋鰈餘

諏訪廻第 1遺跡 (町内遺跡番号 :N09、 第 1図)は、三股町大字蓼池字諏訪廻に所在する。

本町は、都城盆地の東南に位置し、東部は鰐塚山系の分水界をもって南那珂郡北郷町及び日南市に、

西部は都城市に、北部は北諸県郡山之口町、高城町及び宮崎郡田野町に隣接している。当遺跡は三股

町の北西部の沖水川を南に望む丘陵の南端部に位置する。遺跡の標高は194～ 198mである。

当遺跡周辺の遺跡を概観すると、北西には中世の山城の勝岡城を含む牛ケ廻第 2遺跡 (遺跡番号 :

N08)が広がり、その東部には遺物包蔵地である諏訪廻第 2遺跡 (遺跡番号 :N10)が広がる。

諏訪廻第 2遺跡の詳細な調査は行われていないため当遺跡との関連性は考察できない。また、遺跡

周辺は現在茶畑が広がり地形変化、遺跡破壊があったことが想像される。

(参考文献)

三1比‖I教育委員会 「三股田]・遺跡詳細分布調査報告書」三股‖I分化財報告書第1集 1996
三股町史編集委員会「三股町史 改訂版」1985
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(1:25,000)

N2:西原遺跡群   N3:出 水遺跡 N4:筆 無遺跡
N6:牛ケ廻第 1遺跡 N7:南 原遺跡 N8:牛 ケ廻第 2遺跡
N10:諏訪廻第 2遺跡 N ll:宮下遺跡 N12:中村遺跡

第 1図 遺跡位置図

1も卜「
―■・ i

Nl:西 原遺跡
N5:大 原遺跡
N91諏 訪廻第 1遺跡
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儡 3草 ド位の襦贄

第菫節 調査の概要

今回の調査区は、全面調査を行う管理棟部分 (64ゴ )を A区 とし、遺跡把握の確認調査を行う墓域

部分 (6,160ゴ )を B区 とした。A区は、約 8m× 8mの調査区で表土を重機で除去した後、黒色土

(第 2層)の掘り下げを行った。B区は、茶畑の抜根後、任意に17ケ所のトレンチを設定した。A区

とB区の各トレンチとの位置関係を把握し濃1量実測の基準とするため、国土座標にあわせて10m四方

のグリッドを設定した。

A区は調査対象面積約64ボ である。表土除去後、黒色土層 (第 2層 )を掘り下げた結果、弥生時代

の土器小破片3点が出土した。御池ボラ (第 6層)上面を遺構検出面とし掘り下げ調査した結果、柱

穴群を検出した。約64」 という狭い調査面積において掘立柱建物の認定は困難であった。

第 2図 遺跡周辺地形図

0              50             100111

(1 : 2,000)
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A区においては、約 4m× 4mの範囲で御池ボラ (第 6層 )よ り下層を深さ約 2mま で掘り下げた

結果、無遺物、無遺構であったため、御池ボラ上面までを調査対象としてA区の調査は終了とした。

B区の詳細については第 3節で記述するが、今回の調査で検出された遺構は溝J犬遺構 2条 (ト レン

チ10で検出された溝状遺構は近現代のものと思われ割愛した)、 上坑 1基 (時期不明)、 周溝状遺構 1

基 (時期不明)、 柱穴群等がある。遺物は縄文時代後期～晩期の土器、溝状遺構 (SE-1)内 を中心

として弥生時代後期の上器、古墳時代前期の土器等が出土している。

第 2節 層序

諏訪廻第 1遺跡の基本層序は第 3図の通りであるが、A区 OB区共通の基本土層であり、遺物包含

層は第 203層で、遺構検出面は第 6層御池降下軽石 (御池ボラ)層上面である。

―一…1941■

2

4

一―-19311■

-1 92rn
10
11
12
13
14

1:褐灰色土

2:黒色土

3:黒褐色土

4:黒褐色土
5:暗褐色土

6:御池ボラ

7:黒色粘質土

8:黄褐色土

9:黄褐色上

10:黄褐色土

11:黄褐色土

12:黒色土

13:黒褐色土

14:暗褐色土

15:暗褐色土

o     1     2m

(1:60)

第 3図 基本土層図 (A区南壁 )

表土及び耕作土。

文明白ボラをわずかに含む。

御池ボラをわずかに含む。 2層 を中心として 203層が遺物包含層である。
3層 より多 く御池ボラを含み、やや硬質。 (10YR 2/2～ 2/3)
4層 より多 く御池ボラを含む。 (10YR 3/3)

やや柔らかい。 (10YRl。 7/1)

2次アカホヤ層。

プライマリーなアカホヤ火山灰層である。

9層 と同じ。

アカホヤ層。直径数mmの軽石粒の層。

ローム層で、硬質。

12層 よりやや柔らかく、自 。黄 。橙色の微小なパミスを含む。 (10YR 3/1)

白 。黄 。橙色の微小なパミスを含み、柔らかい。 (10YR 3/3)

14層 とほぼ同層であるが、パミスを含まずやや粘性。 (10YR 3/3)

-4-
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第 4図 飩査区地形図及び遺鸞分布図
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第 3節  B図の調査

B区は町営墓地公園のうち調査対象を墓域部分 (6,160ボ )と し、調査期間等の制約上、墓域の面積

の約10%程度の詳細な確認調査を行った。任意に17ケ所のトレンチを設定したが、顕著な遺構・遺物

のみを抽出し以下に示していく。

] トレンチ ¶案鍵曲6)薗Lttt(SC― ]、 翻饉5国 )
トレンチ1は調査区の東倶1、 中央の溝状遺構 (SE-1)の南側に位置する。6層上面で土坑 1基を

検出した。土坑は長軸 2m50cm～ 60cm、 深さ50cm～75cmの不定楕円形を呈す。遺物は出土せず時期は

不明で、用途についても不明である。

197.600

SC-1 埋土土層注記

1 黒褐色土 御池ボラを多く含む。直径 l cm大のもの混在。10YR 2/
3

2 黒褐色土 微小な御池ボラを多く含む。10YR 2/2
3 Π音褐色土 御池ボラを多く含む。10YR 3/3
4 暗褐色± 3層 より多く御池ボラを含む。10YR 3/4
5 黒褐色土 御池ボラをわずかに含む。10YR 3/1
6 黒褐色± 5層 より多く御池ボラを含む。10YR 3/1
7 暗褐色± 6層 より多く御池ボラを含む。やや硬質。10YR 3/3
8 黒褐色土 御池ボラを含教、やや柔らかい。10YR 2/2
9 御池ボラ崩れ込み
10 暗褐色土 直径 l cm大のボラ粒が点在し、やや粘性有り。7.5YR 3

/4
11 黒褐色土 御池ボラを多く含み、やや柔らかい。10YR 3/2
12 暗褐色± 11層 より多く御池ボラを含む。10YR 3/3
13 暗褐色土 御池ボラを多くを含み、やや硬質である。10YR 3/3
14 黒褐色± 2層 より多く微小な御池ボラを含む。10YR 2/3
15 黒褐色± 14層 に対し御池ボラの含有量は少ない。10YR 2/2
16 暗褐色土 御池ボラを多く含み、ほぼ12層 と同じ。10YR 3/3
17 暗褐色土 直径1.5ol大のボラ粒を多くを含む。10YR 3/4
18 暗褐色土 御池ボラを多くを含むが、4層 よリボラの合有量は少な

い。10YR 3/4
19 御池ボラ
20 暗褐色± 16・ 17層 より多くの御l池ボラを含み、直径 2 cm大のボラ

粒が点在する。10YR 3/3
21 黒褐色土 御池ボラを多く含む。 (20層 よりやや少ない)ややもろ

い。10YR 2/2
22 暗褐色土 御池ボラを多く含み、20層 より硬質である。10YR 3/4

0            1            2111

(1:40)

第 5図 SC-1実 浪1図

2 トレンテ11養鍵臨θЭ周濯1をた進豊蒲簿 (3胆攣 1、 磯饉6運璽)
トレンチ11は調査区の北より部分に位置し、 5層上面で検出された。埋土が柔らかい黒色土であっ

たため、 5層 (暗褐色土)での検出が行えた。SL… 1は、長軸 7m50cm、 短軸 4m～ 4m50cmの不定

楕円形プランで、周溝は、幅50cm～70cmで深さは30cm～40cmで ある。遺物は皆無で、時期不明である。

溝の中に 7点程柱穴がみられるが、周溝状遺構に伴うものとは考えにくい。土層断面図についてはト

レンチ11の東壁を掲載した。土層断面図を見る限りではSL-1は 4層上面或いは 3層中から掘り込ま

れていると思われる。 トレンチ11付近は御池ボラ上面の地形測量では窪地になっており茶畑の影響を

受けず良好な残存状態であった。用途については不明である。
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196.300111

SL-1
(1:60,第 6・ 7図 )

11

2
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5

6

7

1

2

1

2

表土

褐灰色土

黒色土

黒色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

御池ボラ

第ア図 トレンチ11東壁韮層断面図

文明白ボラ及び白ボラブロックを含む。

文明白ボラ及び御池ボラをわずかに含む。

御池ボラをわずかに含み、 3-1層 よりややしまっている。
3-1層 より多く御池ボラを含む。
御池ボラを多く含み、柔らかい。

4-1層 より多く御池ボラを含み、やや硬質。
3-2層 より多く御池ボラを含み、ややしまっている。
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A'197.900m 第 9図 土層断面図注記
1 表上
2 黒色土  文明白ボラをわずかに含む。
3 黒色土  御池ボラを含む。
4 黒色±  3層 より多く御池ボラを含み、硬質。
5 黒褐色土 微小な御池ボラを多く含む。
6 黒褐色± 4・ 5層 より多く御池ボラを含む。
7 黒褐色± 6層に対しやや御池ボラ含有量は少ない。
8 黒褐色± 7層 より多くの微小な御池ボラを含み、直

径 l cm前後のボラが点在している。

9 H音 褐色土 最も多く御池ボラを含み、硬質。
10 にぶい黄褐色土 御池ボラの崩れ込みと思われる。

第10図  土層断面図注記
1 黒褐色土 御池ボラを多く含む。
2 黒褐色± 1層 より多く御池ボラを含む。B一 B'付

3 黒褐色土
4 暗褐色土
5 暗褐色土
6 暗褐色土

近では2層から遺物は出土。

微小な御池ボラを多く含む。やや硬質。

2・ 3層 より多く御池ボラを含む。

4層 より多く御池ボラを含み、硬質。

黒色粘質プロック、御池ボラ等が混在し、

崩れ込みと思われる。

第11図  土層断面図注記
1 表土
2 黒色土  文明白ボラをわずかに含む。
3 黒色土  御池ボラを含む。
4 黒褐色土 微小な御池ボラを多く含む。C― C'付近

では4層から遺物出土。
5 黒褐色± 4層 より多くの御池ボラを含む。
6 黒褐色土 微小な御池ボラを多く含む。 5。 7層に比

べ色調が濃い。やや1大質。
7 黒褐色± 4・ 6層 より多くの御池ボラを含む。
8 暗褐色土 御池ボラを多く含み、やや軟質。
9 暗褐色土 御池ボラを多く含み、やや硬質。
10 暗褐色± 5・ 6・ 7層 より多く御池ボラを含み、や

や硬質。

l: 暮婚色士 郷咄案ζ急ラを各ゑ3?層 T写卜ゃ硬質。
13 暗褐色± 11層 とほぼ同層。
14 御池ボラ崩れ込み。

第12図  土層断面図注記
1 表土
2 黒色土  文明白ボラをわずかに含む。
3 黒色土  御池ボラをわずかに含む。
4 黒色土  御池ボラを含む。
5 黒褐色土 微小な御池ボラを含む。
6 黒褐色± 4・ 5層 より多く御池ボラを含む。
7 暗褐色土 御池ボラを多く含み、やや硬質。
8 暗褐色± 7層 より多く御池ボラを含み、硬質。
9 御池ボラ崩れ込み。
10 御池ボラ

第13図  土層断面図注記
1 表土
2 黒色土  文明白ボラをわずかに含む。
3 黒色土  御池ボラをわずかに含み、サラサラとした

感触である。

黒褐色土 御池ボラを含む。
黒褐色土 御池ボラを4層 に比べ少量含む。
黒褐色± 4・ 5層 より多く御池ボラを含む。

黒褐色iL 御池ボラを多く含み、 4・ 6層 より色調が
濃い。

黒褐色土 御池ボラを多く含み、直径 l cm前後のボラ
が点在している。

9 暗褐色土 御池ボラを多く含み、柔らかくもろい。
10 暗褐色土 微小な御池ボラを多く含む。
11 御池ボラ
12 暗褐色土 御池ボラを最も多く含み、破質。
13 暗褐色± 12層 より御池ボラの含有量は少なく柔らか

いが、やや色調は濃い。

14 御池ボラ崩れ込み。

第 9図 SE-1 土層断面図 (SEC l)

第10図 SE-1 土層断面図 (SEC 2)

第11図  S通-1 土層断面図 (SEC 3)

196.300m

B′

C′

-196.600 1nl

D

195.700m

D′

第12図 SE… 1 土層断面図 (SEC 4)

第13図 SE-1 土層断面図 (SEC 5)

0 1 2nl

(1:40)
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0               10 20cm

(1:4)
第14図 SE-1 出土菫器 古墳時代 (前期 )

3 麒状遺縄 (S腱― ]、 第 8図 )
今回の調査で検出した溝状遺構 (SE-1)は 、調査区のほぼ中央に位置し確認できた長さは140m
～150mで、平均的な幅が 2m40cm～ 2 rn60cm、 深さは検出面から測って約60cm～90cmの逆台形の断面

形態を呈する溝である。溝は、東西方向に走っており溝底レベルは西に向け下り、西倶1においては端

部が検出されたが、東狽1においては舗装道路下に延びていたため端部の確認は行えなかった。遺物の

多くは床面から10～ 20cm浮いた状態で出土した。 1～ 10(第 14図)は古墳時代前半、11～ 21(第 15図 )は

弥生時代後半に比定されると思われる。

-12-
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0            10            20cm

(1:4)

第15図 SE-1 出土土器 弥生時代 (後期 )

1～ 6は甕である。 1は頸部に刻み目貼付突帯を有し、刻み内に布目圧痕が認められる。頸部に稜

を持たず、口縁は緩やかに外反する。器面調整は、外面は工具による横・斜め方向のナデとナデ調整、

内面は丁寧な横ナデである。口縁端部は指あるいは布で横ナデされ、やや凹線状にくぼむ。外器面に

は煤が付着している。 2は接点は見られないものの 1の底部と思われ、明瞭なくびれは持たないが裾

部は若干外に開く。いわゆる充実した脚台で、 ドーナツ状の粘土紐を貼り付け円盤状の粘土盤を中に
充填していく製法をとると思われる。底部外面は平底ではあるが、押圧により若干凹んでおり、ナデ

調整が見られる。器面調整は、外面は工具による横・斜め方向の丁寧なナデで、一部指頭圧痕が見ら

れる。内面はナデ調整である。 3は口縁から底部で、屈曲する頸部に稜が見られ月同部が少し張り口縁

漑
珈

讚

―

19
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部がくの字に外反するもので、胴部最大径が口径をやや上回る。底部は径の小さな平底でケズリ痕が

見られる。器面調整は外面は工具による丁寧な横ナデの後、頸部から口縁方向に斜めに
ハケ状工具で

掻き上げ仕上げており、頸部から胴部にかけては工具による丁寧な横ナデで、底部から胴部
へ縦 。斜

め方向のケズリ痕が見られる。内面は横
。斜め方向のハケロ調整の後ナデ調整を施しており、頸部か

ら胴部にかけては斜め方向のハケロ調整で、胴部から底部にかけてはケズリ
0ハケロ調整の後ナデ調

整を施している。外器面には煤が付着している。 4は尖底気味の丸底で器面調整は外面は縦
。斜め方

向のハケロ調整、内面は斜め方向のハケロ調整の後部分的にナデ調整が見られる。底部内面には
一部

指頭圧痕が見られる。 5は平底で底部にくびれを持ち、裾部が若干夕れこ開く。ドーナツ状の粘土紐を

貼り付け粘土板を充填していくのは 2と 同様である。器面調整は外面は丁寧なナデ
・横ナデで裾部で

はつまみ出すような指頭圧痕が見られ裾端部は丸く仕上げている。内面は工具による丁寧なナデ調整

である。 5は口縁から底部で屈曲する頸部に稜が見られ胴部が少し張リロ縁部がくの字に外反するも

ので、胴部最大径が口径をやや上回る。波状口縁として図示したが剥離が著しく、平口緑の可能性も

否めない。口縁部には 1本の明瞭な粘土の輪積み痕を残す。底部は丸みをおびた径の小さな平底で若

子のくびれを持つが、裾部は広がらない。器面調整は外面は丁寧なナデ、内面は一部ケズリ痕は見ら

れるものの丁寧なナデ調整である。外器面には煤が付着している。

7～ 9は壺である。 7は完形で、日縁部の外反が少なく胴部は張り気味で最大径を胴部中位に持ち

底部は尖底気味の丸底である。器面調整は外面は口縁部では板状工具による丁寧な横ナデ、頸部以下

では板状工具による縦 。斜め方向のナデ、ミガキ調整が見られる。内面は回縁部では板状工具による

丁寧な横ナデ、頸部以下では縦
。斜め方向のハケロ調整後丁寧なナデ

0横ナデが見られ、粘上の輪積

み痕を残す。 8は口縁から胴部で胴部中位に最大径が見られ、球形胴に外反する日縁部を持ち、頸部

に稜を持つ。器面調整はタト面は日縁部では工具による丁寧な横ナデ・ナデ、胴部上位から頸部に向け

て縦方向のハケロ調整を施し頸部で斜めに強く掻き上げている。胴部では工具による横ナデ、斜め方

向のハケロ調整である。部分的に黒塗りの跡が見られ、供献用に使用されたものと思われる。内面は

日縁部ではハケ状工具による横ナデ、胴部では工具によるナデ調整である。 9は頸部から底部で口縁

は外反気味に短く立ち上がると思われ、底部は丸底と思われる小型丸底壺である。器面調整は外面は

工具による横ナデの後ミガキ調整が施されている。内面は横ナデ
。ナデである。

10は杯である。丸底を呈し外器面には丹塗りが見られる。器面調整は外面は工具による横ナデの後

丁寧なミガキ。内面は横ナデ
。ナデである。

11～ 15は甕である。11は日縁から胴部で屈曲する頸部に稜が見られ、胴部最大径が口径を上回るもの

である。器面調整は外面は一部縦方向のハケロが見られるが、ナデ調整が施されている。内面は日縁

部では横ナデ、頸部から胴部にかけては斜め方向のハケロ調整である。12は日縁から胴部で屈曲する頸

部に稜が見られる。口縁は外反し先細りに仕上げる。器面調整は夕ヽ面は工具による横ナデ、ナデで、

内面は日縁部では工具による横ナデ、頸部では一部ヘラ1大工具による粗いカキアゲが見られるがナデ

調整を施している。13～ 15は接点は見られないものの同一個体と思われる。頸部に稜を有し外反する日

縁を持ち口径は胴部最大径を上回る。器面調整は外面は口縁部に横方向にタタキを施し、胴部には斜

め方向にタタキを施す。一部タタキ後にナデが施されている。内面は斜め方向の
ハケロ調整で日縁端

部のみ横方向の工具によるナデが施されている。タト器面には煤が付着している。

16～ 21は壺である。16は頸部から底部で、球形の胴部に直立する短い口縁を持つと思われる。底部は

やや厚みのある突出した平底である。器面調整は外面は工具による丁寧なナデ調整、内面は工具によ

-14-



るナデ調整で一部指頭圧痕が見られ、粘土の輪積み痕を残す。17は扁球形の胴部を呈するものと思われ

る。器面調整は縦 。斜め方向のハケロ調整後、丁寧な横ナデ、ナデを施している。内面は風化が著し

いがナデ調整と思われる。18～ 19は接点は見られないものの同一圏体と思われ、頸部から胴部で頸部に

稜を持ち、扁球形の胴部を塁すると思われる。器面調整は内 。外面ともにナデ調整である。胎土は粗

く、直径 2 1nnl～ 5111111の 白。青灰 。褐 0橙色の砂粒を多く含み在地色の強い土器である。20～ 21は接点は

見られないものの同一個体と思われる。20は 口縁部が二重口縁を呈し、日唇部に櫛描波状文を施すもの

である。器面調整は日縁部外面は横ナデ、頸部から胴部では縦・斜め方向のハケロ調整後丁寧な横ナデ。

ナデ調整を施している。内面は口縁部では丁寧な横ナデ、胴部上位では一部原体の細い工具で掻き上

げた後ナデ調整、胴部中位では斜め方向のハケ状工具による調整後ナデ 。横ナデを施している。

第 1表 諏訪廻第 1遺跡出土器観察表(1)

挿図
番号

種別 器種
出土
地点

法量 (cm) 手 法 。 調 整 色 調

ム
ロ 土 備考

口径 底径 器高 面 内 面 外面 内面

1 土師器
カ メ

匡l縁～

1同 音6

SE
-1

29。 6
刻み日突帯、スス付着
横ナデ、ナデ
斜方向の工具ナデ

工具による横ナ
ア

褐灰色
橙色

|こぶい

橙色

1～ 2R‖の灰・茶・

白・黒・橙色の砂粒
外面にス
ス付着

土師器
カ メ
リ氏菩6

SE
-1

工具によるナデ

横ナデ
ナ デ 浅黄色 黒褐色

1～ 2 mmの灰・橙・

赤・白色の砂粒

土師器 一

メ
縁
部

力
口
底

SE
-1
16.0 19.8

ヽ

デ

ロ

ナ

リ

ケ
横

ズ

ハ
る

ケ

工 具 に よ 旦
（
　

リ

エ

デ
ズ

ヽ
ナ

ケ

目

横

ヽ

ケ

る

デ

ハ
よ

ナ

明赤褐
色

にぶい

赤褐色

l mm以下の橙・白
透明光沢粒

外面にス
ス付着

土師器 ”

メ
部
部

力
胴
底

SE
-1

・

目

縦

ケ
斜め方向のハ 斜め方向のハケロ

指頭圧痕

0こ メドし

橙 色
橙 色

明赤褐色
橙色

2 mm前後の橙色砂粒
1皿Ⅲ以下の自・青灰・
橙 ・透明光りヽ粒

5 土師器
メ
部

力
底
SE
-1

ナデ、横ナデ 工具によるナデ
にメドい

黄橙色

褐灰色

暗褐色

l mm前後の白・黒
灰・透明光沢粒

6 土師器 一

メ
縁
部

力
口
底

SE
-1
14.0 20.1

ナデ

粘土の継ぎ目
ナデ、ケズリ

橙色
褐灰色

灰白
褐灰

l mm以 下の白色微
細粒

外面にスス利
着、内面斑点状
の赤色顔料?

7 土師器
ツボ
ダ
=ヌ
多
SE
-1

20.0 ヽ
キ

デ

ガ

ナ

ミ

横ナデ 縦 ・斜 め 方 向 の
ハ ケ ロ
ナ デ 、 横 ナ デ

り」黄褐色
0こメドい
責橙色

褐灰色
0.5mm以 下の黒・透
明光沢微細粒

土師器
ツ ボ

「
1縁～

1同音ド

SE
-1

ナ デ 、 横 ナ デ
エ 具 に よ る横 ナ デ
ハ ク
ー
日

工具 によるナ
デ、横ナデ

黒色
明赤褐色

明赤褐色
橙色

4 mm以 下の白・灰
青灰・茶の砂粒

外面黒塗
り

9 土師器
ツ ボ

頸 部 ～

りl同著

`

SE
…
1

ナ横るは

ガ

キ

具

・
ガ

エ

デ

ミ
横ナデ,ナデ 橙色 明褐色

2m職以下の灰・黒'自の砂粒
4 mm以下の白・茶の砂粒

外面丹塗
り

土師器
杯
口縁 ～

底 部

SE
-1
15.0 5。 5

工 具 に よ る横 ナ
デ・ナデ
ミガキ

横ナデ,ナデ 明赤褐色 橙色
l mm以下の黒・白
透明光沢粒

タト面月・塗
り

弥生
カ メ

「

:縁～

力lll畜

`

SE
-1
16.4 ハケロ、ナデ

横ナデ
ハケロ

橙色 橙色
1戯m以下の黒・白
透明光沢粒

弥生 一

メ
縁
部

力
口
胴

SE
-1
14.4 ナデ、横ナデ

横ナデ

指頭圧痕

オ登色
0こ メドい
赤褐色

橙色
3冊の自色砂粒
l mm以下の白・灰・橙色の砂粒

弥生
カ メ
|コ縁 ～

ガ1可吉

`

SE
…
1

21.6
ヽ
キ

デ

横

タ

ナ

斜 め 方 向 の タ 横ナデ

斜め方向のハケロ

黒 色
0こ メドい

黄 イ登色

にぶい

黄橙色

4‖Ⅲ前後の灰。白。茶の砂粒
1～ 2 Ⅲlの黒・灰・白の砂粒

外面にス
ス付着

弥生
カ メ
|二1率衆

SE
-1

ヽ
キ

デ

横

タ

ナ

斜 め 方 向 の タ 横ナデ

斜め方向のハケロ

黒色
0こ

'ド

い
黄イ登色

にぶい

黄橙色

4‖Ⅲ前後の灰。白。茶の砂粒
1～ 2皿 1の黒。灰̀自の砂粒

13と 同一

置1体か

弥生
カ メ
lヨ 縁

SE
…
1

ヽ
キ

デ

横

タ

ナ

斜 め 方 向 の タ 横ナデ

斜め方向のハケロ

黒 色
0こ ぶ い

黄 橙 色

にぶい

黄橙色

411前後の灰。白・茶の砂粒
1～ 2皿 1の黒・灰・白の砂粒

13と 同一

lll・

‐

1体 か

弥生 一

ボ

部

部

ツ
頸

底

SE
-1

工具によるナデ
工具によるナデ

指頭圧痕
橙色

にぶい

黄橙色

2～ 3 mmの 橙 色 砂 粒
l mm以 下 の 黒 ・橙 色
の 微 剰1粒

弥生 一

ツ
頸

胴

SE
-1

縦 ・斜め方向のハ
ケ ロ
ナデ、横 ナデ

風化著しV

ナデ
黄灰色
明黄褐色

にぶい

黄橙色

5 mmの赤 色 砂 粒
1～ 3 mmのイ登・ 茶 ・
庄:・ 力疋・ i奎 |フ1)七 りヽ 粒

弥生 一

ボ

部

部

ツ
頸

胴

SE
-1

ナ デ ナ デ 明黄褐色 黄橙色
2～ 5 mmの 白 。青
灰・褐・橙色の砂粒

弥生
ツ ボ
ガ同音|`

SE
-1

ナ デ ナ デ り1黄褐色 黄橙色
2～ 5 mmの 白 。青
灰・褐・橙色の砂粒

弥生
ツ ボ
IIl糸象

SE
-1

16。 1 横ナデ ナデ、横ナデ 黄橙色 橙色
1～ 2 mmの橙・灰
白色の砂粒

二 重 口縁
欄甘苗?皮職大
文

弥生
ツ ボ
頸 部 ～

月llll音 ド

SE
-1

ハケ EI
ナデ・横ナデ

ハケロ
ナデ、横ナデ

にぶい

黄橙色

灰白色
褐灰色

1～ 2 Ⅲlの橙・灰・

白色の砂粒
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4 縄文時代の遺物 (第16017図 )
遺物はおおむね第 203層から出土しているが、集中は見られない。各遺物は任意に設定したトレ

ンチ内から出土したものである。遺構に伴うものは無く茶畑の影響により土器の移動が予想される。

22～27(第 16図)は縄文時代晩期に比定される。22は鉢形土器の胴部で、内・外面ともに丁寧なナ

デ調整である。23は鉢形土器の肩部で内・外面ともに丁寧なナデ調整である。22023は調査区中央か

ら南よりのトレンチ 4か ら出土しており胎土の類似性からも同一個体の可能性が高い。24は深鉢の胴

部と思われ外面は丁寧なナデ調整で一部ミガキが見られるが煤の付着により観察できな
い。内面は工

具によるナデ調整である。調査区南側のトレンチ 7から出土している。25・ 26は鉢形土器と思われ丁

寧なナデないしミガキが施されている。ともに調査区中央のトレンチ17か ら出土して
いる。27は刻目

突帯文土器で縄文時代晩期終末に比定されると思われる。口縁部突帯は口縁最上端からやや下が
った

位置にめぐらし、突帯上の刻みは指頭によるものと思われる。器面調整は内
・タト面ともに擦過痕を残

すナデである。調査区中央から南西よりのトレンチ 8か ら出土している。

28～32(第17図)は縄文時代後期に比定される市来系丸尾タイプの土器である。28は浅鉢形土器に

脚台が付くもの (脚台付浅鉢)と 思われる。波状口縁部の波頂部 4ケ所に瘤状突起を配す。宮崎市平

畑遺跡、田野町丸野第 2遺跡などに類例が見られる。器面調整は工具によるナデ
・横ナデである。29

ヽ

２３

ヽ

２５

餞
＝
＝
Ｈ
＝
＝
＝
劉

２６

７

３０

２９

餓讐

ィ

３２

１

３‐

第16図 各 トレンチ出土土器 (縄文晩期 )

第17図 各 トレンチ出土土器 (縄文後期 )

0                 10Cm

(1:3)

0                    10cm

(1 : 3)
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は深鉢の口縁部で実測図よりもタト傾する可能性が高い。やや肥厚気味の口縁で夕ヽ面に上下 2段の貝殻

腹縁連続刺突文を施文し、その 2段の間の条痕調整には更にナデ調整が施されている。28029は調査

区中央から北よりのトレンチ11で出土している。30は深鉢の口縁部で 1条の単純な連続刺突文を施し

ている。器面調整は内 0夕 面ヽともにナデ 0横ナデである。30は トレンチ11に東隣のトレンチ12か ら出

土している。31は鉢形土器の胴部と思われ内 。夕ヽ面ともに条痕調整が施されているが、外面はナデ調

整が見られる。 トレンチ11か らの出土である。 トレンチ11012付近にやや縄文後期土器の分布が見ら
れるが出土点数が少量のため考察できない。32は深鉢で頸部と思われるが確定できない。外面に斜め

の沈線文を施文している。器面調整は内 0タト面ともにナデである。調査区中央から南側のトレンチ 5

から出土している。

第 2萎 諏訪廻第 1遺跡麟土豊器観察菱(2)

図
号
挿
番 種別 器種

土
点

出
地

手法・調整・文様 色 調

上 の 特 徴 備 考
面 内 面 外  面 内 面

縄文 トレンチ 4 ナ デ ナ デ
暗赤褐色
黒褐色

にぶい橙
色

l mll以下の白・黒・茶の砂粒
0.5Ⅲ m以下の白・透明光沢微細1粒

縄文 トレンチ 4 ナ デ ナ デ
にぶい黄
橙色

にぶい黄
橙色

l lllll以 下の白・灰・透明
光沢微細粒

縄文 トレンチ 7
ナデ
ミガキ

工具によるナデ
黒褐色

黄褐色

にぶい黄
橙色

l mm以下の自・灰・透明
光沢粒

縄 文 トレンチ17
ナデ

ミガキ
ナ デ 赤褐色 褐灰色

l mm以 下 の 自 ・
0.5mm"ス ¬ドσ)Fコ
明 光 沢 細 粒

粒
透
砂

・

色
橙
黄

・

縄文 トレンチ17
ナデ
ミガキ

ナ デ 暗褐色 暗褐色
l mll以下の白・橙・透明
光沢粒

縄 文 トレンチ 8
刻目突帯
横ナデ

横ナデ
にぶい黄
色

黄灰色
l oml黒色砂粒
0151m以下の黒・橙色の微細粒

縄文 トレンチ11 ナデ、横ナデ ナデ、横ナデ
にぶい赤
褐色

明褐色
0.511m以下の白・透明光沢
微細粒

脚台付浅
鉢

縄 文 トレンチ11
横方向の貝殻条痕
2段の只殻腹縁刺突文

横方向の貝殻条痕 黒褐色
にぶい赤
褐色

l mm以下の白・灰・透明
光沢微細粒

縄文 トレンチ12
横方向の貝殻末」突
ナデ、横ナデ

ナデ、横ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 l mm以下の透明光沢細粒

縄文 トレンチ11
横・斜め方向の貝
殻条痕

横・斜め方向の貝
殻条痕

暗赤褐色 赤褐色
0.5mm以 下の白・透明光沢
微細粒

縄文 トレンチ 5
斜めの沈線文
ナデ

ナ デ
にぶい黄
橙色

赤褐色
l mm以下の白・灰・透明
光沢微細粒
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儡 4章 楊纏

今回の発掘調査は、墓地公園の墓域部分(6,160」 )の確認調査という範囲の限定されたものではあっ

たが、結果的に合計1,210ぶという調査面積を得、おおよその遺跡の性格を提えることができたと考え

ている。

遺構については溝状遺構、周溝状遺構、土坑、柱穴群等が検出されたが、残念ながらその時期
0用

途については不明な点が多い。調査区中央で検出された溝状遺構については、溝の底部において断片

的には硬化面が確認できるものの道路跡とは考えにくく、水路或いは区画溝の可能性も考えられるが

土層断面の観察では砂層の堆積は確認し得なかった。また、溝の周辺で検出された柱穴群についても

柵列等を考慮し現場レベルでの確認を試みたが、狭小な調査区において認定には至らなかった。当遺

跡の立地が丘陵上の台地平坦面で、調査対象地が中央溝により区切られた台地北部端に位置している

ことは生活空間の限られた北佃1よ りも南俣1に遺跡本体が存在することが想定され、今後墓地公園の関

連事業に伴った発掘調査が行われる際には今回の調査結果が生かされるであろう。

遺物については主に溝状遺構 (SE… 1)か ら出上しているが、流れ込みによるものと思われ一括資

料としては扱えない。時期については弥生時代後半から古墳時代前半のものと思われる。甕は、頸部

に稜を持たず緩やかに外反する日縁を持ち口径が最大径となるものと、頸部に稜を持ち胴部に最大径

を持つものが見られる。第14図の 1は、「いわゆる成川式土器」であるが現在の細分編年によれば東原

式に相当すると思われる。しかし、その編年案は薩摩地方におけるものであり都城盆地における編年

とは若干の隔たりが存在するであろうが、今後の参考として提示しておく。 6は、在地色の濃い甕で

外器面に炭イヒ物の付着が見られるのに対し、内器面には斑点状に赤色顔料が認められ、転用の痕が見

られ、時期については他の古墳初頭期より新しいものと思われる。

縄文時代の遺物については、遺構に伴うものは無く出土点数も少量のため今後の資料増加に期待し

たい。

最後になりましたが、発掘調査から整理段階に際しまして県文化課の谷口武範氏、東憲章氏、都城

市文化課の桑畑光博氏の各氏から貴重な御教示 0御協力をいただいた。記して感謝の意を表します。
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図
版
１

巡
令

量纂匁
諏訪廻第 1遺跡全景 (垂直 )

A区  土層断面 (南壁 )A区  完掘状況
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図
版
２

トレンチ 2(南から) トレンチ 3(東から)

トレンチ 4(西から) トレンチ 5(南から)

トレンチ 6(北から) トレンチ 7(南から)

トレンチ 8(北から) トレンチ 9(北から)
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図
版
３

トレンチ10(西から) トレンチ11(南から)

トレンチ12(南から) トレンチ13(南から)

トレンチ14(南から) トレンチ15(南から)

トレンチ17(南から)トレンチ16(南から)
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図
版
４

SE-l SEC l(ト レンチ 3東壁 ) SE-l  SEC 2

SE-1

轟亀 .1・

SE-l SEC 4(ト レンチ 8東壁 )

(西から)

lfl三■II

:Ml
SEC 5(ト レンチ 9東壁 )

遺物出土状況 (ト レンチ 3) SE-1 遺物出土状況
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図
版
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■
警
涎
撻
黙

SC-1 半サイ状況
■■

SC-1 完掘状況

SL-1 土層断面 (ト レンチ11東壁 ) SE-1 完掘状況 (西から)

検出状況

SL-1 完掘状況

SE-1(中央から東を撮影 )

SE-1(中央から西を撮影 )
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図
版
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12
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19

20021と 同一個体-25-18・ 19と 同一個体



図
版
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弥生土器

縄文土器 (晩期 )

縄文土器 (後期 )

弥生土器 (タ タキ)

揚

縄文土器 (晩期 )

(外面 )
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